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出口

　
陽
葎
の
候
、
会
員
各
位
に
は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

本
会
も
各
位
の
御
支
持
に
よ
り
発
展
を
つ
づ
け
え
、
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
さ
て
本
会
誌
「
史
林
」
の
出
版
は
、
従
来
教
育
タ
イ
ム
ス
社

に
一
任
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
同
社
の
諸
事
情
よ
り
し
て
、
同

社
の
手
を
完
全
に
は
な
れ
、
本
会
ぞ
独
立
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
昨
年
は
予
定
の
如
く
刊
行
で
き
ず
、
各
位
に
多
大
の
御
迷
惑

を
お
か
け
し
て
、
誠
に
申
訳
な
く
、
深
く
御
詑
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
今

更
申
す
ま
で
も
な
く
、
本
会
に
は
基
金
と
い
う
も
の
が
全
く
な
く
、

「
史
林
」
の
刊
行
、
そ
の
他
の
事
業
は
、
す
べ
て
会
費
に
よ
っ
て
運
営

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後
「
史
林
」
を
定
期
的
（
年
四
回
）
に

発
行
し
う
る
か
否
か
は
、
会
員
各
位
の
会
費
納
入
如
何
に
よ
っ
て
お
り

ま
す
の
で
詩
此
際
何
卒
未
納
の
会
費
は
も
ち
ろ
ん
、
ぞ
き
れ
ば
本
年
度

分
会
費
（
四
百
円
）
を
至
急
に
御
払
込
み
下
さ
る
よ
う
、
御
願
い
致
し

ま
す
。
樹
会
費
は
直
接
史
学
研
究
会
宛
御
払
込
み
下
さ
れ
た
く
、
同
封

の
振
替
用
紙
を
御
利
用
下
さ
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
、
最
後
に
今
後
と

も
益
タ
御
支
援
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
御
願
い
即
上
げ
ま
す
。
　
　
敬
白

一
九
五
二
年
・
四
月

会
員
各
位

京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
振
瀞
竹
長
座
大
阪
一
㎜
二
日
一
九
山
ハ
来
W

軍
学
研
究
会
春
季
大
会

　
　
　
「
歴
史
・
地
理
教
育
の
問
題
」
講
演
討
論
会

・
と
　
き

と
こ
ろ

一
九
五
二
年
五
月
一
一
日
（
日
）
午
前
九
時
i
午
後
四
時

京
都
大
学
文
学
部
　
第
七
・
・
入
・
九
教
室

　
　
　
　
有
　
証

は
じ
め
の
こ
と
ば

講
演
と
討
論

12345

の
　
部
－
第
八
教
室

小
中
学
校
に
お
け
る
歴
喫
教
育
の
問
題
点

日
本
史
教
育
の
歴
史
と
現
状

　
司
会
者

あ
　
い
　
さ

入
試
制
度
と
入
試
問
題

人
文
地
理
教
育
の
諸
問
題

歴
史
教
育
論

　
　
京
大
史
学
科
関
係
教
官

つ

　
　
　
　
午
後
　
の

1
　
日
本
史
部
会

2
　
世
界
史
部
会

　
3
　
人
文
地
理
部
会

　
4
．
綜
合
討
論
会

お
わ
り
の
こ
と
ば

梅
田
勇
（
松
原
巾
教
諭
）

大
石
良
材
（
鴨
祈
高
教
諭
）

山
．
木
実
（
済
北
高
教
諭
）

芦
田
完
（
福
知
山
高
鞍
長
）

井
上
智
勇
（
京
大
教
授
）

狸
事
長
　
原
　
　
随
　
園
（
京
大
教
授
）

部
　
都
会
討
論
会
と
線
A
［
討
論
会

司
会
者
小
藥
田
（
京
大
）
林
屋
（
立
命
大
）
そ
の
他

司
会
者
井
上
（
京
大
）
毘
井
（
京
大
）
そ
の
他

司
会
者
織
田
（
京
大
）
辻
田
（
奈
大
）
そ
の
他

司
会
者
田
村
（
京
大
）
会
田
（
京
大
）

微壁桑
や」
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ー
ー
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ド

、
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求
す
る
．
、

　
第
2
条
　
入
聞
器
よ
び
市
民
の
す
べ
て
の
義
務
は
、
自
然
に
よ
っ
て
貫
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
む
　
　
へ

心
に
与
え
ら
れ
た
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
原
理
か
ら
で
る
。
す
な
わ
ち
、
他
入
に
し

も
　
　
も
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
を
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
る
　
　
ね
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
あ
　
　
わ
　
　
も
　
　
む
　
　
も
　
　
も
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ぬ
　
　
で
　
　
も

て
ほ
し
く
な
い
こ
と
は
、
他
人
に
す
る
な
。
他
人
か
ら
う
け
た
い
と
思
う
善
を
、

も
　
　
む
　
　
り
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
や
　
　
あ
　
　
へ

他
人
に
つ
ね
に
行
な
え
。

　
第
3
条
　
社
会
に
対
す
る
一
人
の
責
務
は
、
社
会
を
守
り
、
社
会
に
奉
仕
し
、

社
会
に
従
っ
て
生
活
し
、
そ
の
代
理
人
で
あ
る
人
々
を
尊
敬
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
第
4
条
　
何
人
も
、
よ
き
息
子
、
よ
き
父
、
よ
き
兄
弟
、
よ
き
友
、
よ
き
夫

で
な
け
れ
ば
、
よ
き
・
衛
民
で
は
な
い
。

　
箆
5
条
　
何
人
も
法
律
に
心
か
ら
敬
慶
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
、
よ
き
異

聞
で
樵
な
い
。

第
6
条
法
律
を
公
然
と
侵
す
入
は
何
人
も
社
会
に
対
し
て
、
み
つ
か
ら
戦
・

を
思
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
第
7
条
　
法
律
を
公
然
と
侵
す
こ
と
な
し
に
、
巧
妙
に
法
律
を
く
ぐ
る
も
の

は
、
何
人
も
す
べ
て
の
入
の
利
祐
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
み
つ
か
ら
を
、

す
べ
て
の
入
の
蕃
意
と
豊
敬
と
に
値
し
な
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　
第
8
条
　
土
地
の
耕
作
、
金
生
下
物
、
労
働
手
段
、
お
よ
び
全
社
会
秩
序
は
、

所
有
権
の
維
持
に
基
づ
く
。
　
　
　
驚

　
第
9
条
　
市
民
は
す
べ
て
祖
岡
に
、
ま
た
自
由
、
平
等
、
財
産
の
維
持
に
奉

仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
律
が
そ
れ
ら
を
守
る
べ
く
市
民
を
沼
集
す
る
と

き
に
は
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
と
入
臓
宣
露
（
葡
川
）

㎝　
　
　
　
　
史
林
　
前
号
揖
次
（
三
陽
巻
四
号
）

　
　
近
世
銀
山
の
領
有
機
構
　
　
　
　
　
　
小
　
葉
　
田
　
淳

　
　
グ
プ
タ
朝
印
度
社
会
の
一
考
察
　
　
　
佐
藤
圭
四
郎

　
　
ド
イ
ツ
帝
國
と
交
化
臨
争
　
　
　
広
実
源
太
郎

　
　
気
候
馴
化
論
の
学
塾
的
皆
景
　
　
　
　
和
　
田
　
俊
　
二

　
　
〔
学
界
展
望
〕
噺
甲
國
　
的
封
建
社
会
へ
の
展
蛾
詣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
鐡
　
　
誠

　
　
〔
書
評
〕
「
東
洋
的
近
世
」
（
宮
崎
市
定
著
）
荒
木
敏
一
、

　
　
「
近
代
に
お
け
る
酉
洋
人
の
口
回
歴
典
観
」
（
牧
健
二
箸
）

　
　
柴
瞬
実
、
　
「
モ
葺
揮
貝
塚
資
料
集
」
　
（
米
村
嘉
男
衛
著
）

　
　
　
坪
井
博
足

　
　
　
　
　
史
林
　
次
号
豫
告
（
三
五
巻
二
号
）

　
　
溜
池
灌
漉
地
域
に
お
け
る
用
水
分
配
と
農
村
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
多
村
俊
夫

　
　
奈
良
と
堺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
島
福
太
郎

　
　
一
八
世
紀
英
国
農
村
に
痘
け
る
封
建
性
の
残
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
弁
嘉
之
作

　
　
酉
漢
官
僚
の
政
治
恩
想
　
　
　
　
　
　
江
幡
真
一
郎

ヂ
聾
．
国
東
大
寺
領
庄
園
．
階
岸
ミ
鯵
撫
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴬
七

（37）



六
朝
に
分
裂
し
た
諸
傾
向
は
、
一
面
外
來
文
化
を
受
け
い
れ
し
め
、

階
唐
に
い
た
っ
て
一
種
の
コ
ス
ミ
カ
ル
な
文
化
を
形
威
す
る
の
で
あ

る
が
、
中
園
が
一
期
思
想
を
受
容
す
る
精
棘
の
基
底
に
は
、
つ
ね
に

老
飛
の
虚
無
思
想
が
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

　
老
子
は
近
世
に
入
る
と
、
儒
教
・
佛
教
と
融
合
し
て
、
共
通
の
現

實
槻
の
上
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
儒
・
佛
と
老
荘
と
の
撤
合
的
傾

｛
図
は
す
で
に
六
朝
時
代
か
ら
起
っ
て
い
る
が
、
畔
て
こ
に
お
い
て
老
荘

の
占
め
る
位
置
は
、
や
は
り
融
含
の
福
軸
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
老

薙
は
み
ず
か
ら
は
形
を
も
た
ず
、
三
者
融
合
の
場
合
は
老
莚
が
濡
滅

し
た
如
き
様
相
を
呈
す
る
の
で
あ
る
が
、
費
は
そ
の
人
の
艮
々
の
態

度
に
お
い
て
最
も
多
く
を
支
配
す
る
も
の
は
老
蕪
の
転
載
思
想
で
あ

り
、
近
枇
の
文
化
藝
術
に
か
か
る
老
荘
の
自
由
精
紳
が
如
何
に
作
用

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
、
中
國
精
紳
史
上
の
重
大
な
問
題
で
あ

る
。　

中
國
古
代
に
威
亡
し
た
格
は
、
爾
來
二
千
年
を
高
じ
て
、
最
近
世

の
西
洋
の
薪
…
文
賜
に
接
鰯
…
す
る
ま
で
つ
ず
い
た
。
そ
れ
に
黒
し
て
逸

は
、
古
代
に
お
い
て
す
で
に
現
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
中
枇
に
お
い

て
最
も
盛
ん
に
現
れ
た
。
即
ち
中
国
の
中
世
は
古
代
の
格
に
射
し
て
、

　
　
　
　
老
蕪
の
霞
晦
思
想
（
村
上
）

逸
的
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
（
こ
の
際
古
代
以
來
の
格

が
中
世
を
逸
し
て
近
世
ま
で
も
貫
い
て
い
る
こ
と
は
特
に
注
意
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）
。
　
こ
の
累
世
に
盛
行
し
た
逸
が
、
主
と
し
て
脱

化
面
か
ら
強
く
作
用
し
て
、
次
の
時
代
に
一
，
般
化
し
、
す
で
に
次
第

に
縮
少
し
つ
つ
あ
っ
た
古
代
以
來
の
格
と
融
合
し
て
、
新
し
い
「
逸

的
な
格
」
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
が
近
世
ぞ
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

執
筆
者
紹
介

前
川
貞
次
郎
氏

村
上
嘉
実
氏

大
石
良
材
氏

赤
松
俊
秀
氏

中
村
二
柄
氏

木
地
節
郎
氏

岡
部
健
彦
氏

宙

京
都
大
学
助
教
授

京
都
大
学
講
師

鴨
済
高
校
教
諭

京
都
大
学
助
教
授
，

京
都
学
芸
大
学
助
教
授

同
志
社
女
子
高
校
教
諭

奈
良
女
子
大
講
師

（55）
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権
運
動
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
、

　
（
暢
　
能
渦
勢
栄
輩
陥
「
新
教
育
轡
ず
」
　
（
一
八
九
四
年
刊
叙
言
、
　
一
頁
。
）

　
②
漢
伽
斯
底
芝
葺
『
披
日
氏
教
授
論
』
（
「
明
漁
丈
化
全
集
し
第
＋
巻
、

　
　
　
餌
六
頁
。
）

〈fll）＠（！］）（lil）＠O．，　〈ll）〈ID　（！）　＠（11〉　＠O（E！〉

一

能
勢
栄
「
新
教
育
学
」
叙
　
蒋
、
五
頁
。

清
水
幾
太
郎
【
，
口
本
文
化
形
態
論
」
四
一
頁
以
下
。

凱
麗
出
晶
戊
樹
『
民
法
典
晦
調
向
禦
の
政
漁
史
的
考
禦
幽
（
「
法
轡
－
応
林
」
第
四
十

九
巻
、
第
一
号
、
七
一
頁
。
）

岡
上
書
、
七
二
・
七
三
頁
。

石
川
旭
山
編
『
日
本
社
会
主
義
史
』
（
「
明
漁
文
化
全
集
」
第
二
十
一
巻
、

三
四
七
頁
。
）

三
宅
雄
二
郎
述
『
莫
善
美
口
本
入
』
（
「
明
治
丈
化
全
集
」
第
十
五
巻
、

四
蕊
八
画
ハ
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

嗣
上
書
、
四
四
三
頁
。

三
宅
鮭
二
郎
述
『
偽
悪
醜
研
本
入
』
（
「
明
治
丈
化
全
集
」
第
十
五
巻
、

五
一
三
頁
．
）
）

同
上
書
、
五
一
八
・
五
一
九
頁
。

玉
城
肇
著
「
明
治
教
育
史
」
三
二
・
三
三
頁
。

『
訓
教
育
令
・
制
凛
κ
理
由
』
ら
明
治
文
化
全
焦
㎝
」
第
十
巻
、
三
八
六
頁
．
、
）

「
明
治
学
制
沿
輩
実
」
九
七
鉱
頁
。

「
資
料
臼
本
社
会
運
動
典
し
第
一
巻
、
一
四
六
頁
。

ム八

G
窺
信
『
…
捌
口
幽
五
十
年
史
弥
醐
、
閣
閃
困
【
以
鵜
臥
の
轟
発
展
隔
（
「
開
鰯
圏
五
十
・
年

史
」
上
淋
葛
、
　
山
ハ
ニ
・
山
ハ
三
一
三
．
、
）

　
　
購
漁
教
育
史
の
思
想
的
背
景

①

植
木
枝
盛
『
民
権
自
由
論
隔
（
つ
明
治
鴫
野
全
集
」
第
五
巻
、

一
九
四
頁
。
）

一
九
三
・
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t

お
知
ら
せ

　
今
般
「
史
林
」
の
独
立
刊
行
に
と
も
な
い
、

会
費
は
年
額
四
〇
〇
円
（
一
冊
一
〇
〇
円
）
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
別
刷
の
振
替
摺
紙
で
お
払

い
込
み
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
既
に
お
払
い
込
み
済
み
の
方
の
超
過
分

は
、
新
会
費
に
換
算
し
て
計
算
致
し
ま
す
。
ま

た
、
も
し
不
足
分
の
あ
る
方
は
、
既
に
通
知
し

て
あ
る
筈
で
す
が
、
至
急
お
払
い
込
み
下
さ
る

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

七
九

（79）



轡
秤
と
織
介

を
縢
囲
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
本
論
文
の

．
串
核
的
な
主
張
で
あ
り
、
そ
の
説
明
以
上
の
何
も
の

で
・
も
な
い
。
か
く
て
瓢
百
晶
琳
命
に
於
け
る
マ
ル
ク
ス

の
位
鍛
づ
け
が
我
々
に
と
っ
て
は
再
確
認
さ
れ
た
だ

け
で
あ
り
、
新
…
し
い
マ
ル
ク
ス
鯉
…
釈
も
、
三
月
董
、
倫
｝

の
意
講
も
本
論
文
か
ら
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
っ

て
も
よ
い
。
ド
イ
ツ
正
統
史
掌
の
社
会
主
義
研
究
の

立
遅
れ
が
如
何
に
甚
し
い
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う

こ
と
が
、
伝
統
古
い
此
の
雑
誌
に
此
の
程
度
の
論
丈

が
今
臼
で
も
掲
載
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て

覗
え
よ
う
。
然
し
逆
に
ド
イ
ツ
與
学
界
に
し
て
見
れ

ば
、
か
瓦
る
マ
ル
ク
ス
や
社
会
主
義
に
濁
す
る
黒
子

九
〇

が
此
の
雑
誌
に
は
じ
め
て
上
梓
さ
れ
た
だ
け
で
も
、

非
常
な
進
歩
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
か
も

し
准
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
1
岡
部
健
彦
一

　　　　　．ハ副，t　　　tht”，　　ハ”一■
．’、，内｝．

「
九
五
二
年
度
史
学
科

卒
・
業
生
及
び
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
　
　
〔
国
　
史
〕

　
武
象
政
権
鼠
立
に
関
す
る
一
考
察

い

耐
畿
内
の
一
向
一
擾
に
関
す
る
一
考
察

W
渡
辺
華
山
に
つ
い
て

～
西
世
紀
鐵
本
の
帯
政

…
叢
盈
の
研
究

礁
繋
匙
開
す
る
秦

一
熊
鋤
彫
鞠
載
察

▽
伝
道

荒
井
清
明

石
田
善
人

大
月
　
明

儘
藤
利
夫

杉
井
六
郎

平
田
　
漕

平
林
　
一

古
省
俊
炎

欝
城
　
酸

　
　
　
　
〔
東
洋
史
〕

一
七
世
紀
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
ト
y
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
玉
新
次
郎

金
代
平
陽
府
の
文
化
の
基
盤
と
し
て
の
経
済
　
　
　
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
L
ラ
研
究
　
　
　
　
　

永
井
三
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
デ
モ
ス
テ
委
と
・
慕
ク
リ
シ
ス
永
井
近
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
苫
名

中
国
に
お
け
る
近
袋
の
繭
芽
　
西
瀬
英
美
デ
モ
ス
テ
炎
の
寧
書
論
」
　
西
沢
龍
生

　
　
　
　
〔
西
洋
史
〕
　
　
　
　
　
　
・
シ
ア
国
罠
議
会
の
研
究
　
　
　
野
口
治
郎

英
国
に
お
け
る
絶
対
主
義
王
政
と
幅
密
院
議
会
　
　
　
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
と
そ
の
労
働
運
動
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弁
上
隆
夫
る
限
界

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
濃
部
嘉
一

爾
北
戦
報
前
に
お
け
る
い
。
屯
Φ
一
一
木
綿
工
業
の
陰
格
五
世
紀
の
ヘ
ラ
ク
レ
ス
　
　
　
　
　
　
三
浦
春
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茨
木
慶
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謎
設
罫
。
国
嵩
o
o
彰
貯
影
の
研
究
　
　
　
吉
住
　
溶

英
国
中
世
都
市
の
起
源
に
つ
い
て
　
　
小
川
与
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
地
　
理
〕

ロ
シ
ア
巾
下
弓
の
一
形
態
　
　
　
　
　
大
循
H
　
鼻
ハ

ア
レ
ク
シ
ス
・
ト
ッ
ク
ビ
ル
「
旧
㈱
縫
と
輩
－
回
し
論
滋
響
ハ
出
穂
轟
来
の
地
理
学
的
研
究
　
　

難
↑
田
血
解
毒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
　
　
章
日
本
水
産
業
の
一
性
格
　
　
　
　
　
　
正
本
典
昭

濡
場
難
離
戴
改
革
連
鐸
臨
大
隅
糞
に
お
け
る
商
・
．
生
産
地
域
の
騒
烈

イ
ギ
呉
と
南
ア
フ
リ
カ
　
　
坂
誕
守
毒
歪
よ
り
み
た
る
加
古
川
中
流
豪
の
特
殊
性

ド
イ
ツ
中
世
都
市
の
成
立
　
　
　
　
　
鰭
湿
豊
之
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
園
釜
行

HW

B
算
巴
。
鼠
窪
の
成
立
と
そ
の
重
宝
的
鴬
義
　
　
　
広
島
県
の
海
外
移
昆
に
㎜
毒
す
る
コ
畷
二
の
聞
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
岡
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
比
浜
省
吾

（90）



編
　
集
　
後
　
記

編
　
集
　
後

　
昨
年
八
月
、
三
四
巻
四
号
を
発
刊
い
ら
い
、
こ
こ

に
本
愚
を
世
に
贈
る
ま
で
、
は
や
半
歳
に
余
る
月
臼

が
流
れ
て
し
懐
つ
た
。
こ
の
不
手
際
を
ま
ず
私
達
委

員
は
、
会
員
な
ら
び
に
功
力
諸
賢
に
灘
く
お
詑
び
す

る
次
第
で
あ
、
る
。
冨
頭
の
会
者
に
あ
る
通
り
、
本
号

か
ら
「
史
林
」
は
、
教
育
タ
イ
ム
ス
社
の
季
を
金
く

ほ
な
れ
、
独
立
し
て
発
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

れ
だ
け
、
営
業
的
側
面
へ
の
配
慮
は
不
要
．
と
な
っ
た

わ
け
で
は
あ
る
が
、
ま
た
反
顧
で
い
わ
ゆ
る
「
掌
問

的
」
に
な
ろ
う
と
し
て
、
現
代
的
関
心
が
、
う
す
れ

る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
点
、
委
員
一
同
．
深
く

自
戒
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
本
愚
は
も
と
思
想
史
特
鰻
号
と
し
て
企
．
調

し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
時
日
を
経
る
ま
ま
に
多
少
’

の
敢
変
は
あ
っ
て
も
主
論
文
と
、
警
評
の
一
部
に
は

そ
の
煮
図
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
巻
頭
の
前
川
氏

の
論
文
は
、
一
七
八
九
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て
の

五
つ
の
人
権
宣
．
畜
を
、
そ
れ
を
生
ん
だ
社
会
墓
盤
と

思
想
愛
憎
要
因
の
上
に
、
そ
れ
ら
が
何
れ
も
ブ
ル
ジ

醤
ワ
的
性
格
を
離
れ
う
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
だ
が
重
要
な
の
は
性
絡
…
規
定
で
術
な
い
．

そ
う
し
た
性
格
の
人
権
箪
蕎
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を

一
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
の
権
剰
［
宜
…
蓄
や
一
八
世
紀
の

ア
メ
リ
カ
の
諸
宣
轡
に
比
べ
る
と
、
そ
れ
は
懸
河
的

制
約
を
超
え
た
普
遜
的
人
閥
と
し
て
の
入
間
が
、
し

た
が
っ
て
そ
こ
か
ら
自
由
よ
り
平
等
が
強
調
さ
れ

る
。
こ
の
点
を
打
ち
だ
し
て
い
る
著
者
の
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
テ
ィ
は
、
附
録
と
し
て
諸
宣
言
の
邦
訳
も
附
せ
ら

れ
て
い
る
行
届
い
た
配
慮
と
共
に
、
読
者
に
濃
い
印

象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
。
村
上
氏
の
論
交
は
、
東
洋

に
お
け
る
自
由
恵
想
の
在
り
方
を
、
東
洋
世
界
の
性

格
の
中
か
ら
克
明
に
探
り
出
し
て
い
る
．
、
中
困
精
神

史
と
い
う
巨
祝
的
な
問
題
煮
識
の
ヒ
に
、
み
ご
と
に

位
澄
付
け
ら
れ
た
力
作
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
．
、
門
外

漢
の
私
に
適
当
な
…
評
雷
は
な
し
難
い
が
、
臼
．
頃
氏
の

真
離
篤
実
の
人
格
に
接
す
る
若
い
後
輩
と
し
て
、
論

考
諸
賢
に
味
読
を
す
す
め
た
い
。
大
石
氏
の
論
女

は
、
所
与
の
前
提
と
さ
れ
て
き
た
現
代
教
育
思
想
を

そ
の
根
底
か
ら
研
究
対
象
と
し
た
新
し
い
祝
点
に
た

つ
力
作
で
あ
、
る
。
爲
．
頃
教
育
に
真
．
摯
な
熱
鷲
を
、
傾
け

る
氏
の
経
験
が
、
厳
密
な
満
面
的
所
論
の
行
、
問
に
睡

れ
て
、
必
ず
や
読
者
の
胸
を
潔
く
打
た
ず
に
は
お
か

な
い
だ
ろ
う
．
．

九
八

　
紙
数
を
埋
め
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
妄
言
を
繰
り

誓
え
し
て
き
た
が
、
そ
れ
志
久
々
の
発
刊
に
湧
く
、

言
え
切
れ
ぬ
喜
び
か
ら
の
は
し
ゃ
ぎ
な
の
で
あ
る
。

願
わ
く
は
、
会
員
諸
賢
の
御
支
援
御
協
力
に
よ
り
、

再
刊
の
緒
に
つ
い
た
「
史
林
」
が
、
再
び
つ
ま
ず
か

ぬ
よ
う
古
い
葦
嚢
に
、
常
に
乱
し
い
酒
を
恥
し
て
ゆ

き
た
い
、
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
門
脇
）

九九
五ゴ［

4ド年

yt四
月羅

　　ゴr．

ll　ll

発印
行刷

史
　
　
林
（
鐘
読
巻
、

定
価
箇
円

一
号
）

　
　
　
哀
那
市
左
京
区
吉
睡
木
町

　
　
　
京
郷
大
学
文
学
都
内

溌
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
張
替
一
八
阪
一
四
五
五
山
ハ
婚

印

刷
所
　　葛1

中』事

村慶
　　断
言素

刷響
株ill、

　　東式　　町

会九

社
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